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日
立
商
工
会
議
所
女
性
会 

第
42
回
通
常
総
会
を
開
催

会
長
に
名
倉 

敏
子
氏
が
再
任

　わたしたち、商工会議所女性会は、リーダー
として、凛と信をもって連帯し、平和で豊かな
社会を築きましょう。
一．リーダーとは高い志をもって、自己の変革・
向上を目指すことです。

一．凛とは情熱・勇気をもって行動し、社業の発
展に努め、地域社会に貢献することです。

一．信とは、礼節・勤勉を尊び、美しい自然や良
き伝統・文化を愛し、次の世代に継承するこ
とです。

一．連帯とは、女性経営者の友情と信頼の輪を
内外に広げることです。

商工会議所女性会活動指針

６月22日　視察・交流会＜鹿島・鉾田方面＞
７月25日　納涼会
９月12日　講習会「健康経営と実践できる
　　　　　　　　　　　　バランスの良い食事」
10月26日　観劇会
12月７日　講習会「プリザーブドフラワーリース作り」
１月16日　新年会
２月８日　講習会「応急手当救命講習・救急教室」
３月27日　一人一品持寄り運動第19回商品寄贈

令和5年度の主な活動

日
立
商
工
会
議
所
女
性
会

会
長
に
山
本 

美
穂
氏
を
選
任

山

本

会

長

挨

拶

　
５
月
15
日（
水
）、日
立
商
工
会
議

所
女
性
会
第
47
回
通
常
総
会
に
秋
山

会
頭
は
じ
め
鈴
木
専
務
理
事
、大
畠

青
年
部
会
長
を
来
賓
に
お
招
き
し
、

42
名（
委
任
状
出
席
含
む
）の
会
員
が

出
席
し
て
開
催
し
ま
し
た
。議
題
の

令
和
５
年
度
事
業
報
告
、収
支
決
算

及
び
、令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）、

収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て
は
、原
案

通
り
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、役
員
改
選
で
は
、新
た
に
山

本
美
穗
氏（
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
介

護
株
式
会
社
）が
会
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。任
期
は
令
和
７
年
３
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

　
新
し
く
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
山
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
役
員
改
選
に
よ
り
ま

し
て
、新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。総
勢

33
名
の
役
員
を
中
心
に
、積
極
的
な

事
業
を
企
画
・
実
施
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
前
任
の
皆
川
直
前
会
長
同
様
、た

く
さ
ん
の
皆
様
が
ご
参
加
い
た
だ
け

る
事
業
内
容
を
心
掛
け
、ご
案
内
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、女

性
会
活
動
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

会
員
の
増
強
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
一
年
間

努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ま

方
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
、挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

山本会長挨拶 秋山会頭挨拶
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もっと詳しく、日立を知りたくなったら

か いわ  き みちのくち

さと

あき  た

やまとたけるのすめらみこと

じゅうおう い    し あた  ご ちょう

じゃやま い  せき

せい  む

か    じ

たけ   み   さひのみこと みね

た    か た

ひたちのくに   ふ     ど    き たかのこおり

と

み

けわ

碁石浦

4P の解答は……ふるさと日立検定  問題に挑戦！

でした！いかがでしたか？

P73　歴史⑬　藻島駅家と碁石浜

答 『碁石になる美しい石がとれる』

■藻島駅家・碁石浜の記事
　『常陸国風土記』 多珂郡の条は、多珂郡の名前の
起こりに始まり、多珂郡の郡域が広大なことから多
珂と石城の２郡に分けたこと→道前の里の飽田村→
仏浜→藻島駅家の順に書かれています。藻島駅家
の記事は、「郡役所の南三十里に藻島の駅家があ
る。東南の浜に碁石を産する。色は珠玉のようであ
る。いわゆる常陸国にある美しい碁石は、ただこの浜
だけにある。昔、倭武天皇が舟に乗って海上から島
の磯をごらんになったところ、いろいろな海藻がいっ
ぱい茂っていた。それで藻島と名付けられたのである。今でもそうであって昔とかわらない。」とあります。
　この文から、郡役所と藻島駅家の位置関係、藻島駅家の東南の浜に産する美しい碁石、藻島の名の由
来がわかります。多珂郡役所の場所はわかっていませんが、藻島駅家は十王町伊師の愛宕神社裏の長
者山遺跡にあったと考えられています。
■伊師と多珂
　現在、十王町に「伊師」「伊師浜」「伊師本郷」の地名がありますが、「伊師」は「東南の浜に碁石を産す
る」とある風土記の記事に由来し、碁石の「石」を「伊師」と２文字で表記したようです。中世の文書では「伊
石」と書いて「イシ」と読んでいます。
　多珂郡の「多珂」は中世には「多賀」「多珂」が混用されていますが、古代の正式の表記は「多珂」です。
『常陸国風土記』に成務天皇の世に多珂国造に任命されて赴任した建御狭日命が地形を見たところ、峰
険しく山が高かったので多珂国と名付けたとあるので、「高」の地名を2字の嘉字を用いる方針によって
「多珂」としたのです。

　しかし、嘉字ならば「珂」よりも「賀」「可」の方が、
「珂」にくらべると格段によい意味を持った嘉字で
すが、それにもかかわらず「多珂」としたのには、そ
うとうの理由があったようです。「珂」という字に
は、「玉につぐ美しい石。しろめのう。くつわがい。貝
の一種」などの意味がありますが、このなかで「玉
につぐ美しい石」の意味が注目されます。『常陸国
風土記』に特記されるように、この浜の碁石は当時
有名でした。だから「多珂」の郡名の表記にしたの
でしょう。

 定価（税込）1,000円
 ［購入できる場所］
 ・日立商工会議所
 ・ぷらっと日立（日立駅）
 ・郷土博物館

『ふるさと日立検定
 公式テキストブック改訂版』
 好評発売中です！

解説（ふるさと日立検定公式テキストブック改訂版より）
め   しまのうま  や ご   いし  はま
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会議所インフォメーション会議所インフォメーション TEL 22-0128  FAX 22-0120

http://www.hitachicci.or.jp/about/admission_form/index.html

お取引先やお知り合いの方で、経営にお悩みの方がいらっしゃいましたら、
ぜひ商工会議所をご紹介ください！　下記の方法またはお電話でも承ります。

ホームページ仮入会申込フォームよりご送信ください

お知り合いをご紹介ください!

インターネットインターネット ▶

会員の皆様へ

会 員 増 強 運 動 実 施 中！！

　「高一でスポーツを諦めたのはショックでしたが、若い段階で、壁に阻まれ悩んだことは、

その後の人生にとって良い経験になりました」と、話す堀江貴紀氏（52歳）の出身は日立市です。

　幼少の頃から活発で、あまりの元気さに祖母が呆れて「孫は、ねずみ年生まれだから」と、

笑いながら周りに話すほどでした。

　そのエネルギーはサッカーをすることで爆発します。当時、全国大会出場経験のある大久保

中学校のサッカー部に入り、ハードな練習に励んできました。

　しかし、全国レベルの選手を目指すには、練習だけではどうにもならないことを悟り、中学

卒業でサッカーを引退。

　高校で新たにラグビーを始めましたが、すぐに腰に異常が見つかり、激しい運動のラグビー

は、諦めなければならなくなりました。

　以来、帰宅部生活になりましたが、代わりに読書量と友達は増えていきました。

　茨城県信用組合に就職してからは、仕事を覚えるのに無我

夢中の日々。それが10年くらい前から健康のためにとジョ

ギングを始め、今では野山を駆けるトレイルランニングや、

潮風を感じるサップボードをするようになりました。

　どちらも自然を楽しむスポーツで、癒しや仕事を頑張るエ

ネルギーにもなっているそうです。

　「ずっと単身赴任で県内を回ってきて、20年ぶりに日立

支店に着任できたことがとても嬉しいです。縁あって議員に

なったのですから、地域貢献など、市のために何ができるか

を、常に考えていきたいと思っています」と、議員の抱負を

話してくれました。

役員・議員紹介コーナー

『素顔』
現在当所には商工会議所の運営について意思決定を行う“議員”の方々がいます。議員の皆
さんには地域における商工業の振興と地域社会の進展にご尽力いただく重要な役割を果たし
て頂いています。このコーナーではその“議員”の皆さんにスポットをあて、その素顔にせ
まっていきます。

茨城県信用組合　日立支店　支店長　堀江　貴紀 氏（金融財務業部会）

第137回



　防衛産業向け基盤強化施策についての巡回説明会です。説明会では、防衛省・自衛隊と直接契約関係
にあるプライム企業だけでなく、サプライヤーにおいても幅広く設備投資等を促進する施策についての説
明がございます。また、説明会の後には個別相談会も実施され、担当者に直接質問することができる機会
となっております。
1．日　時　令和6年6月28日(金)　①9：30～10：15  説明会　　②10：15～11:30  個別相談会
2．会　場　日立シビックセンター5F会議室503号
3．参加料　無料（定員先着30名・要予約）
4．問合せ　防衛省　防衛装備庁　装備政策部　装備政策課
　　　　　TEL  03-3268-3111(代表)

☆令和6年度労働保険の年度更新の申告・納付期間について
　　6月3日（月）から7月10日（水）までとなります。
☆雇用保険率および労災保険率について

　

☆電子申請による申告書の作成・提出について　
　　電子申請での申告書の作成・提出ができます。
　　なお、電子申請の未利用の事業主さまに対しＷＥＢにて募集の上、令和6年度も初期設定代行サー
　ビス（アドバイザー事業）を実施する予定です。令和6年度予約は令和6年5月上旬以降に、厚生労働省
　ホームページ掲載のリンク先より手続きください。
☆労働保険料の口座振替について
　　申請手続きを一度行えば、翌年度以降も継続して口座振替により納付ができます。手数料はかかりま
　せん。また、令和6年度第1期分より、対象金融機関に「ゆうちょ銀行」が加わりました。
　　なお、保険料の引落しに最大約2か月ゆとりができます。

☆問合せ先　茨城労働局総務部労働保険徴収室
　　　　　　  〒310-8511　水戸市宮町1丁目8番31号
　　　　　　  TEL  029－224－6213　 HP https://jsite.mhlw.go.jp/ibaraki-roudoukyoku/
　　　　　　  または、各労働基準監督署・各公共職業安定所

防衛産業、サプライヤー向け説明会

「君シカオランセミナー in日立」のお知らせ

詳細・申込み方法についてはこちら→

令和6年度労働保険年度更新の申告・納付のお知らせ

保険率の詳細は、厚生労働省ホームページをご覧ください。

令和6年4月1日から改定されました。
全54業種のうち、17業種が引下げ、3業種が引上げ、34業種が据置となります

令和5年度と同じです（変更ありません）。雇用保険率

労災保険率

通常の納期限

ゆとり日数 58日

口座振替による納付日
（引落し日）

全期・第 1 期
7月10日

9月6日

14日

第 2 期
10月31日

11月14日

14日

第 3 期
1月31日

2月14日
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防衛装備庁からのお知らせ

茨城労働局からのお知らせ



　建設業における働き方改革及び担い手確保の取り組みの一環として、国や県、一部の市町村では、
すでに週休２日制促進工事を段階的に実施しています。また令和６年４月から、建設業は時間外労働の
上限規制が適用され、これに違反した場合には企業に罰則が科せられることとなりました。
　このことから、日立市の発注する工事において、働き方改革及び法令順守の促進を図り、県北地域
の先駆けとして、体質改善や新たな労働力需要の創出、業務の効率化の
実現を図るべく、下記のとおり週休２日制促進工事を導入します。

（１）実 施 時 期 令和６年６月１日以降に起工する工事
（２）対 象 工 事 130万円以上の工事（一部対象外あり）
（３）発注者の対応 ①工期延長変更への柔軟な対応
 ②経費補正（割増）の対応 
 ③工事成績評定の評価反映
（４）受注者の対応 ①実施工程表作成（週休２日制での施工決定後、工事着手日までに週休２日制で
 　施工する実施工程表を提出）　　②下請け企業等への説明および履行
 ③工事現場への掲示　　④現場閉所日の実績報告

　茨城県事業承継・引継ぎ支援センター（経済産業省委託）から派遣される専門
職員が事業承継に関するお悩みを個別にお聞きします。

日　　時　令和6年7月29日（月）　①10 ： 30～　②13 ： 30～　③15 ： 30～
場　　所　日立地区産業支援センター (日立市西成沢町2－20－1)
対　　象　日立市内の中小企業 ・ 個人事業主
料　　金　無料
申込方法　申込フォーム （ＱＲコード） より申込するほか、 電話でも受付。（先着順）
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お問合せ先　日立市産業経済部商工振興課
TEL  0294－22－3111（内線775、487）

お問合せ先　日立市 都市建設部 道路建設課
TEL  0294－22－3111（内線762、268）

建 設 業 の 皆 様 へ

働き方改革に伴う週休2日制促進工事を導入します

事業承継個別相談会の開催について

日立市からのお知らせ
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少
年
ジ
ャ
ン
プ
の
デ
ジ
タ
ル
版

「
少
年
ジ
ャ
ン
プ
＋
」に
、『
ほ
っ
た
ら

か
し
飯
』と
い
う
連
載
漫
画
が
あ
り

ま
す
。一
人
暮
ら
し
の
働
く
女
性
が
、

ビ
ン
ゴ
で
当
た
っ
た
炊
飯
器
一
つ
で
、

白
飯
だ
け
で
な
く
お
か
ず
も
同
時
に

で
き
る
料
理
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
と

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。レ
シ
ピ
紹

介
の
ア
イ
デ
ア
と
と
も
に
今
ど
き
の

生
活
ス
タ
イ
ル
の
提
案
に
な
っ
て
い

て
、興
味
深
く
読
ん
で
い
ま
す
。

　「
タ
イ
パ
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
略
し
て
コ
ス

パ
と
い
う
よ
う
に
、か
け
た
時
間
に

対
し
て
得
ら
れ
る
も
の
の
効
率
を
タ

イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
考
え
、そ

れ
を
略
し
た
も
の
で
す
。よ
く
引
き

合
い
に
出
さ
れ
る
例
と
し
て
、動
画

を
楽
し
む
若
い
消
費
者
は
、普
通
に

見
る
の
が
時
間
の
無
駄
だ
と
考
え
て
、

早
送
り
を
し
な
が
ら
見
る
そ
う
で
す
。

確
か
に
地
上
波
の
テ
レ
ビ
番
組
を
見

て
い
る
と
、Ｃ
Ｍ
の
前
に
展
開
を
出

し
惜
し
み
し
た
り
、Ｃ
Ｍ
の
後
に
も

Ｃ
Ｍ
前
と
同
じ
映
像
を
流
し
た
り
す

る
手
法
が
定
着
し
て
い
ま
す
。さ
す

が
に
得
ら
れ
る
情
報
量
に
対
す
る
時

間
効
率
が
悪
い
と
感
じ
ま
す
。

　
タ
イ
パ
の
考
え
が
さ
ら
に
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
た
も
の
が「
ほ
っ
た
ら
か

し
」で
は
な
い
か
、と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。こ
の
言
葉
が
気
に
な
っ
た
の

は
、こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
説
明
で
き

る
ヒ
ッ
ト
商
品
が
い
ろ
い
ろ
な
分
野

で
登
場
し
て
き
た
か
ら
で
す
。パ
ス

タ
を
折
っ
て
ソ
ー
ス
が
入
っ
た
袋
に

入
れ
、電
子
レ
ン
ジ
に
か
け
て
つ
く

る
ス
パ
ゲ
テ
ィ
や
眠
っ
て
い
る
間
に

体
調
を
整
え
て
く
れ
る
乳
飲
料
な
ど
、

そ
の
商
品
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る

た
め
に
消
費
者
は
特
に
何
も
し
な
い

で
い
い
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
の
進
歩
が
、こ
う

し
た
〝
手
間
い
ら
ず
〞
の
消
費
ス
タ
イ

ル
を
手
助
け
し
て
い
ま
す
。食
品
だ
け

で
な
く
、例
え
ば
電
子
レ
ン
ジ
自
体

も
、冷
凍
食
品
の
解
凍
と
冷
蔵
の
総

菜
の
温
め
を
同
時
に
で
き
る
機
能
を

持
っ
た
も
の
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
温
め
た
い
も
の
は
ま
と

め
て
レ
ン
ジ
に
か
け
れ
ば
、後
は
細

か
い
調
整
を
し
な
く
て
も
自
動
で
や

っ
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
投
資
信
託
や
ゲ
ー
ム
の
分
野
で
も
、

利
用
者
は
特
に
何
も
指
示
や
操
作
を

せ
ず
放
置
し
て
お
く
だ
け
で
成
果
が

出
る
も
の
が
昨
年
の
ヒ
ッ
ト
商
品
ラ

ン
キ
ン
グ
に
入
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

今
年
以
降
の
ヒ
ッ
ト
予
測
の
中
に
も
、

微
細
な
泡
を
発
生
さ
せ
て
お
湯
を
使

う
だ
け
で
キ
ッ
チ
ン
や
風
呂
な
ど
の

水
回
り
の
汚
れ
を
防
ぐ
給
湯
器
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
も
、利

用
者
が
あ
え
て
何
か
し
な
い
で
も
、

ほ
っ
た
ら
か
し
で
自
動
的
に
ご
利
益

が
得
ら
れ
る
商
品
だ
と
い
え
ま
す
。

　「
ほ
っ
た
ら
か
し
」が
、複
数
の
こ

と
を
同
時
に
こ
な
す「
な
が
ら
」と
違

う
の
は
、一
つ
の
作
業
は
完
全
に
機

械
な
ど
に
任
せ
て
し
ま
い
、そ
の
間

は
ほ
か
の
こ
と
が
で
き
る
点
で
す
。

「
な
が
ら
」は
自
分
が
う
ま
く
や
ら
な

い
と
成
果
が
得
ら
れ
な
い
リ
ス
ク
が

あ
り
ま
す
が
、「
ほ
っ
た
ら
か
し
」は
、

一
つ
の
こ
と
は
失
敗
し
な
い
で
確
実

に
こ
な
し
、同
時
に
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
に
も
時
間
を
使
う
と
い
う
考

え
方
で
す
。

　
富
裕
層
と
一
般
消
費
者
層
、一
人

の
生
活
の
中
で
も
高
級
な
嗜
好（
し

こ
う
）品
と
安
い
日
用
品
が
使
い
分

け
ら
れ
る
よ
う
に
、消
費
の
二
極
分

化
、二
面
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。「
ほ

っ
た
ら
か
し
」は
、生
活
の
中
で
時
間

の
使
い
方
が
二
極
分
化
を
始
め
て
い

る
現
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所 

上
席
研
究
員

渡
辺
　
和
博

「気」

翔子は超晴れ女。揮毫（きごう）のとき、豪雨の予報でも

必ず晴れる。

天気は気圧で決まるのではない。気合で決まるのだ。

    　　　　　　　　 書道家  金澤　翔子

「
気
に
な
る
消
費
の
キ
ー
ワ
ー
ド『
ほ
っ
た
ら
か
し
』」


